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議会だより第 71 号［ 2 ］

補正予算の目玉 ６月会議
【一般会計補正予算　第３号】
歳入歳出それぞれ7,790万２千円を追加
（総額117億9,276万8千円）
11  自治区長事業 （2,675万円）
集会施設の省エネ設備更新に対する補助

●公共交通利用促進事業 （409万5千円）
営業利益減少に伴う交通事業者支援
22  生活環境保全事業 （1,500万円）
一般家庭へ省エネ家電製品の買換え補助

●総合福祉支援事業  （6,700万円）
低所得者世帯へ一世帯3万円を給付
33  農業生産力強化支援事業 （1,800万円）
経営に支障が生じている畜産事業者への支援

●商工活性化事業 （5,000万円）
物価高騰への経済支援と地域の消費喚起に対
するプレミアム付き商品券事業補助

●子どものための教育・保育給付事業 （189万４千円）
民間認定こども園への経済支援（電気料金）

●給食センター管理運営事業 （254万9千円）
給食の物価高騰相当額（賄い材料費）の支援

【町立義務教育学校設置に伴う条例の改正】
本郷小学校・中学校の名称を「本郷学園」とす
る（令和6年4月1日施行）

【町郷土資料館展示用備品購入契約】
マルチテーブル、壁面パネル等� （675万1,800円）

契約の相手方
�� （株）栄町オサダ（指名競争入札）
追加議案
【高田体育館大規模改修工事請負契約】
建築・電気設備・機械設備工事�（6億3,140万円）

契約の相手方
�� 会津土建・丸庄特定建設工事共同企業体
� （事後審査型制限付一般競争入札）

主な議案

６月会議　６月５日～15日
報告4件・議案8件・追加議案1件・陳情2件・発議1件（計16件）

定例会6月会議では、一般会計補正予算（コロナ禍における電力・ガス等エネルギー価
格高騰の影響に対する支援事業等）をはじめ、各提出議案を審議しすべて原案のとおり可
決しました。また、一般質問では9名の議員が登壇し町政を質しました。

３３  畜産事業者に
（農業生産力強化支援事業 ～令和5年8月31日まで）
配合飼料等の高騰に対する経営支援

 上限300万円

２２  我が家に
（生活環境保全事業 ～令和５年11月30日まで申請）
エアコン・冷蔵庫・エコキュートの買換え

 上限７万円（町内業者利用）
 ５万円（町外業者利用）

11  集会施設に
（自治区長事業 ～令和５年11月30日まで申請）
エアコン・冷蔵庫・LED照明器具の更新

 上限25万円（町内業者利用）
 20万円（町外業者利用）
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森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律の一部改正に伴い、
町税条例の一部を改正するもの。

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
法

に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
徴
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

陳
情
第
４
号

件名 陳情書

内容 特定空き家の
対応について

付託常任
委員会 産業教育常任委員会

委員会での
審査結果 採択すべきもの

本会議での
審議・採決

採択⇒町へ採決結果
を送付

議案審議

令和６年度より森林環境税の徴収開始

地※

域
経
済
牽
引
事
業

課
税
免
除
申
請
期
間 

延
長

🅠�

令
和
６
年
度
か
ら
の
個

人
町
民
税
へ
は
ど
う
反

映
さ
れ
る
の
か
。

本件は、法定相続人が多数存在する複雑な案件
でした。
このような特定空き家になる前に、適正な相続・
管理を怠ることのないようにしていきましょう。

🅐�

令
和
５
年
度
で
復
興

特
別
税
（
１
，
０
０
０

円
）
が
終
了
し
ま
す
が
、

新
た
に
森
林
環
境
税

（
１
，
０
０
０
円
）
が
課

税
さ
れ
る
た
め
、
個
人

町
民
税
の
均
等
割
額
は

現
行
６
，
０
０
０
円
と

同
額
で
す
。

🅠�

町
内
で
対
象
と
な
り
、
固

定
資
産
税
減
免
と
な
っ
て

い
る
企
業
は
あ
る
の
か
。

🅐�

現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
牽

引
事
業
促
進
区
域
は
会
津

地
域
の
全
市
町
村
で
す
。
こ

の
計
画
に
は「
会
津
本
郷
焼
」

も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
対

象
事
業
所
と
な
る
可
能
性

は
あ
り
ま
す
。

※
地
域
経
済
牽
引
事
業

地
域
の
事
業
者
が
、
地
域
に
お
け
る
経
済
活
動

を
牽
引
す
る
事
業
。

条
例

改
正

条
例
改
正

現地調査の様子現地調査の様子

陳情のゆくえ



通告順

１．大
おお

竹
たけ

　惣
そう

  ………………………… 5ページ
・町内産品と魅力の積極的な発信を
・物価高騰下。農業支援強化を　　
・空き家除雪サポートの環境整備を
・水を使わない衛生用品の備蓄を
・本郷小中合同運動会の課題改善を

2．小
こ

島
じま

　裕
ひろ

子
こ

 ………………………… ６ページ
・帯状疱疹ワクチン接種費用の助成を
・公共施設に杖ホルダー設置を

3．長
なが

嶺
みね

　一
かず

也
や

 ………………………… 7ページ
・凍霜害に対する支援は
・給食費の無償化で子育て支援を

4．村
むら

松
まつ

　尚
なおし

 …………………………… 8ページ
・リチウムイオン電池の危険性は
・新鶴こども園のクマ対策は
・吹上台住宅用地販売の現状は

5．櫻
さくらい

井　幹
みき

夫
お

 ………………………… 9ページ
・民間譲渡に制限や規制は！
・今後の農地保全のあり方は

6．根
ね

本
もと

　謙
けん

一
いち

 …………………………10ページ
・歴史の掘り起こしに町の歴史家を
・山城二の丸駐車場前トイレ改築は

7．小
こ

柴
しば

　葉
は

月
づき

 …………………………11ページ
・農業関係の補助事業のあり方は

8．星
ほし

　次
やどる

 ………………………………12ページ
・企業誘致・工業団地追加指定は
・学校給食費の滞納整理は
・博士トンネル開通に伴うイベントは

9．渋
しぶ

井
い

　清
きよ

隆
たか

 …………………………13ページ
・法的効力のない議決では
・用途変更の誤りではないのか
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一
般
質
問
　

議
員
９
名
が
町
政
を
質た

だ

す

一
般
質
問
と
は
・
・
・

議
員
が
町
の
行
政
全
般
に
関
し
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の

方
針
等
に
つ
い
て
、
執
行
者
（
町
長
・
教
育
長
等
）
に
質
問
で
き

る
も
の
。
質
問
時
間
は
、
答
弁
を
除
き
30
分
以
内
。

ホームページで
一般質問を録画
配信しています

詳しい日程については、８月中旬に各庁舎及び生涯学習センターに掲示
するとともに、町ホームページに掲載します。

議会を傍聴してみましょう！
定例会９月会議は、９月４日（月）再開予定です。

■傍聴場所 本庁舎２階議場傍聴席
■ライブ中継 本庁舎２階フリースペース、本郷庁舎１階ホール、
 新鶴庁舎１階ホール、宮川・本郷・新鶴生涯学習センター
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一
般
質
問

▲  録画配信
が見られ
ます

大
おお

竹
たけ

　惣
そう

議
員　
地
域
産
品
P
R
の
現
在
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
首
都
圏
や
友
好
都
市
で
の

マ
ル
シ
ェ
開
催
や
、
物
産
イ
ベ
ン

ト
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
よ
り
観
光
大
使
を
任
命

し
、
広
報
活
動
を
依
頼
し
て
い
ま

す
。

議
員　
観
光
大
使
の
具
体
的
な
活

動
を
伺
う
。

町
長　
町
の
Q
R
コ
ー
ド
付
き
名

刺
を
配
布
す
る
な
ど
、
そ
の
人
脈

を
活
か
し
て
本
町
の
P
R
を
行
っ

て
い
ま
す
。

議
員　
町
P
R
の
た
め
に
は
、
町

長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
も
っ
と

積
極
的
に
行
う
べ
き
。
今
後
、
機

会
を
増
や
す
考
え
は
あ
る
か
伺

う
。

町
長　
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
は

積
極
的
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

っ
て
い
く
考
え
で
す
。

議
員　
町
P
R
に
は
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
か
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

現
在
の
取
り
組
み
と
今
後
の
展
望

を
伺
う
。

町
長　
町
内
事
業
者
と
商
品
開
発

を
行
い
返
礼
品
の
拡
充
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
新
た
な
体
験

型
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
を
取
り
入
れ
ま
す
。

町内産品と魅力の積極的な発信を
答 トップセールスを積極的に

さらに ！ひと言
町長と観光大使に
美里町の PR を
期待します！

町
長　

現
場
の
状
況
を
踏
ま
え

て
、
支
援
が
不
足
し
て
い
る
と
判

断
し
た
場
合
に
は
検
討
し
ま
す
。

議
員　
凍
霜
害
予
防
に
は
燃
焼
法

が
最
も
効
果
的
。
導
入
に
対
す
る

支
援
を
。

町
長　
防
霜
対
策
と
し
て
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
、
検
討
し
ま
す
。

議
員　
今
般
の
物
価
高
騰
で
厳
し

い
状
況
に
あ
る
農
業
へ
の
支
援
を

強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　
農
業
資
材
に
対
す
る
補
助

上
限
を
引
き
上
げ
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
影
響
が
拡
大
す
る
場
合
に

は
、
国
、
県
の
動
向
を
踏
ま
え
て

新
た
な
支
援
措
置
を
検
討
し
ま

す
。

議
員　
凍
霜
害
に
対
す
る
国
、
県

の
支
援
で
は
不
足
と
判
断
し
た
場

合
は
、
町
独
自
の
支
援
を
。

物価高騰下。農業支援強化を
答 国、県の動向を踏まえる

そ
の
他
の
質
問

議
員　

空
き
家
除
雪
サ
ポ
ー

ト
の
環
境
整
備
を
。

町
長　

町
内
の
除
雪
事
業
者

を
紹
介
で
き
る
こ
と
を
周
知

し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

水
を
使
わ
な
い
衛
生

用
品
の
備
蓄
を
。

町
長　

災
害
時
の
断
水
に
有

効
と
考
え
、
見
直
し
ま
す
。

議
員　

本
郷
小
中
合
同
運
動

会
の
課
題
改
善
を
。

町
長　

教
員
、
保
護
者
、
地

域
が
一
体
と
な
り
支
援
し
ま

す
。

クラウドファンディング型ふるさと納税に新たな可能性を期待します



議会だより第 70 号［6］

一
般
質
問

▲  録画配信
が見られ
ます

小
こ

島
じま

　裕
ひろ

子
こ

さらに ！ひと言

病の予防は
正しい食生活と
十分な睡眠から

議
員　

帯
状
疱
疹
は
、

幼
少
期
に
感
染
し
た
水

ぼ
う
そ
う
の
ウ
イ
ル
ス

が
体
内
に
潜
伏
し
、
加

齢
や
ス
ト
レ
ス
・
免
疫

低
下
に
よ
り
、
80
歳
ま

で
に
３
人
に
１
人
が
発

症
す
る
。
町
内
の
発
症

数
を
伺
う
。

町
長　
町
内
の
発
症
数
は
、
国
保

被
保
険
者
で
55
人
で
し
た
（
令
和

４
年
10
月
～
令
和
５
年
３
月
）。

議
員　
半
年
で
55
人
の
発
症
は
か

な
り
多
い
。
50
歳
以
上
の
発
症
者

で
は
、
約
２
割
が
神
経
の
損
傷
に

よ
る
後
遺
症
か
ら
そ
の
後
も
痛
み

が
続
く
。
ま
た
、
疱
疹
が
現
れ
る

部
位
に
よ
っ
て
は
、
角
膜
炎
、
顔

面
神
経
麻
痺
、
難
聴
な
ど
の
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
。
し
か
し
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
予
防
で
き
る

こ
と
か
ら
町
内
で
の
接
種
状
況
を

伺
う
。

町
長　
任
意
接
種
の
た
め
把
握
は

で
き
ま
せ
ん
。

議
員　
接
種
費
が
高
額
で
あ
り
全

額
自
己
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
助

成
の
要
望
が
あ
る
。
高
齢
化
率
が

高
い
本
町
で
は
、
年
齢
を
限
定
し

た
補
助
制
度
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

町
長　
国
で
は
、
発
生
頻
度
、
ワ

ク
チ
ン
効
果
の
持
続
性
、
対
象
年

齢
、
安
全
性
な
ど
か
ら
定
期
接
種

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、

動
向
を
注
視
し
検
討
し
ま
す
。

議
員　
発
症
後
は
、「
3
日
以
内

の
治
療
開
始
」
が
ポ
イ
ン
ト
と
言

わ
れ
て
い
る
。
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等

で
早
期
受
診
を
促
す
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
が
。

町
長　
で
き
る
範
囲
で
検
討
し
ま

す
。

重症化を防ぐためにワクチン接
種。“ ポツンと出たら早期受診 ”
がとても有効！

早速設置されました。これで遠慮しな
いで杖が使えますね！

帯状疱疹ワクチン接種費用の助成を
答 国・県の動向に伴い実施検討

公共施設に杖ホルダー設置を
答 設置を進める

議
員　

公
共
施
設
の
利
用
に
際

し
、
杖
の
置
き
場
が
な
い
よ
う
に

思
う
。
杖
や
傘
は
、
壁
や
カ
ウ
ン

タ
ー
に
立
て
掛
け
る
な
ど
し
て

も
、
滑
っ
て
倒
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
高
齢
者
や
足
の
不
自
由
な
方

に
と
っ
て
、
倒
れ
た
杖
を
拾
う
こ

と
は
大
き
な
負
担
に
な
る
。
杖
ホ

ル
ダ
ー
設
置
の
考
え
は
。

町
長　
本
庁
舎
で
は
、
高
齢
者
等

の
利
用
す
る
機
会
が
多
い
健
康
ふ

く
し
課
の
窓
口
に
杖
や
傘
掛
け
ホ

ル
ダ
ー
を
設
置
し
、
声
掛
け
や
利

便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

議
員　
高
齢
に
な
っ
て
も
杖
の
使

用
を
た
め
ら
う
方
も
多
い
。
安
全

な
歩
行
を
支
え
る
た
め
に
杖
を
遠

慮
な
く
使
え
る
環
境
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
が
。

町
長　

わ
が
町
高
齢
化
社
会
の

先
々
を
見
据
え
お
客
様
が
集
ま
り

や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
進
め
ま
す
。
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一
般
質
問

て
い
ま
す
。
保
護
者
負
担
軽
減
対

策
と
し
て
は
、
物
価
高
騰
相
当
額

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　
町
の
14
歳
以
下
の
子
ど
も

の
割
合
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。

町
長　

年
少
人
口
は
年
々
減
少

し
、
２
年
前
と
の
比
較
で
は

1
2
5
人
減
少
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
年
少
人
口
の
転
出
入
で
は
、

転
入
者
が
転
出
者
を
上
回
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
、
子
育
て
世
代
の
移

住
者
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
、
移

住
施
策
の
成
果
の
一
つ
と
分
析
し

て
い
ま
す
。

議
員　
移
住
定
住
を
促
進
す
る
移

住
定
住
サ
イ
ト
は
、
わ
か
り
に
く

く
知
り
た
い
情
報
が
見
つ
か
ら
な

い
が
。

町
長　
本
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス

数
は
月
１
万
件
を
超
え
る
状
況
で

す
。
今
後
、
結
婚
・
子
育
て
支
援

の
た
め
の
「
み
さ
と
ネ※

ウ
ボ
ラ
ガ

イ
ド
」
へ
の
リ
ン
ク
を
貼
る
な

ど
、
き
め
細
や
か
な
情
報
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

議
員　
給
食
費
無
償
化
は
少
子
化

対
策
の
進
展
に
欠
か
せ
な
い
。
無

償
化
や
½
補
助
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
中
、
本
町
は
な
ぜ

無
償
化
で
き
な
い
の
か
。

教
育
長　
学
校
給
食
は
学
校
給
食

法
に
定
め
る
と
お
り
教
育
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
本
町
で

は
食
材
費
の
み
保
護
者
負
担
と
し

▲  録画配信
が見られ
ます

長
なが

嶺
みね

　一
かず

也
や

議
員　
物
価
高
騰
の
中
、
４
月
の

凍
霜
害
の
被
害
農
家
に
あ
っ
て
は

営
農
意
欲
を
な
く
し
、
離
農
を
考

え
た
方
も
お
ら
れ
た
と
推
察
す

る
。
営
農
継
続
に
向
け
た
支
援

は
。

町
長　
農
業
生
産
費
の
高
騰
で
厳

し
い
経
営
状
況
に
あ
る
中
で
、
被

害
を
受
け
た
農
業
者
は
、
追
加
の

防
除
や
剪
定
が
必
要
と
な
り
、
例

年
に
な
い
作
業
や
費
用
負
担
の
発

生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
凍

霜
害
は
県
内
各
地
で
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
県
が
実
施
す
る
支

援
制
度
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

議
員　
被
害
農
家
の
気
持
ち
が
折

れ
な
い
よ
う
早
急
な
支
援
が
求
め

ら
れ
る
が
、
支
援
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

町
長　
県
は
被
害
状
況
を
６
月
中

旬
に
と
り
ま
と
め
、
７
月
中
～
下

旬
に
補
助
額
を
内
示
す
る
予
定
と

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
中
で
し
っ
か
り
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

議
員　
酪
農
家
や
畜
産
農
家
に
対

す
る
支
援
は
。

町
長　
飼
料
高
騰
に
よ
り
畜
産
事

業
者
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
厳

し
い
状
況
が
確
認
で
き
ま
し
た
の

で
、
国
か
ら
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
早
急
な
支
援
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

凍霜害に対する支援は
答 県の支援制度を活用

給食費の無償化で子育て支援を
答 法に基づき食材費のみ保護者負担

さらに ！ひと言
持続可能な

農業経営体の
実現へ！　

「被害状況」町の基幹産業である農業への
支援は欠かせません

※ネウボラ　フィンランド語でアドバイスを意味する支援制度のこと。
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▲  録画配信
が見られ
ます

村
むら

松
まつ

　尚
なおし

さらに ！ひと言

町の魅力は、
リアルタイムでの

発信が必要。

議
員　
近
年
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
の
発
火
を
起
因
と
し
た
火
災

が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
特
性

で
、
落
下
や
ぶ
つ
け
る
等
の
衝
撃

が
発
火
の
原
因
と
な
る
。
分
別
が

適
正
に
行
わ
れ
ず
、
回
収
用
パ
ッ

カ
ー
車
で
の
火
災
や
埼
玉
県
の
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
火
災
等
、
修

繕
費
用
や
施
設
停
止
な
ど
、
大
き

な
損
失
と
な
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
広
く
普
及
し
て
い
る
事
か
ら

伺
う
。

住
民
に
対
し
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
の
危
険
性
に
係
る
注
意
喚
起

は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

町
長　

広
報
紙
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

り
、
充
電
式
電
池
発

火
の
危
険
性
に
係
る

注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
ま
す
。

議
員　

Ｄ
Ｉ
Ｙ
が
普

及
し
、
工
具
に
対
し

て
互
換
性
を
持
つ
安

価
な
製
品
の
危
険
性

を
知
ら
せ
る
こ
と
も

必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　
外
国
製
の
安
価
な
製
品
へ

の
危
険
性
に
つ
い
て
、
広
報
紙
等

を
活
用
し
周
知
徹
底
に
努
め
ま

す
。

議
員　
回
収
業
者
を
含
め
、
類
似

し
た
発
火
事
案
は
。

町
長　
昨
年
、
町
の
廃
棄
物
収
集

作
業
に
お
い
て
、
原
因
は
特
定
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
パ
ッ
カ
ー

車
の
荷
箱
内
部
で
発
火
が
１
件
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
員　
新
鶴
こ
ど
も
園
外
構
工
事

に
つ
い
て
、
ク
マ
等
が
敷
地
に
入

ら
な
い
塀
な
ど
の
必
要
性
等
を
伺

っ
て
き
た
が
、
進
捗
を
伺
う
。

外
構
整
備
は
ど
の
よ
う
な
形
状
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
敷
地
の
周
り
に
フ
ェ
ン

ス
、
電
気
柵
を
設
置
す
る
よ
う
に

発
注
し
て
お
り
、
12
月
ま
で
の
竣

工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議
員　
フ
ェ
ン
ス
等
の
高
さ
は
。

教
育
長　
1.1
ｍ
～
1.5
ｍ
で
、
そ
の

リチウムイオン電池の危険性は
答 広報紙やホームページで

新鶴こども園のクマ対策は
答 フェンス・電気柵を設置

20
㎝
上
部
か
ら
３
段
の
電
気
柵
を

設
置
す
る
考
え
で
す
。

議
員　
電
気
柵
に
触
れ
る
等
の
危

険
性
は
。

教
育
長　
夏
祭
り
等
、
多
く
の
来

園
者
が
あ
る
場
合
は
、
職
員
を
周

辺
に
立
た
せ
る
等
の
安
全
対
策
を

行
な
い
ま
す
。

議
員　
電
気
柵
の
電
圧
は
。

教
育
長　
一
般
的
な
電
圧
の
１
万

ボ
ル
ト
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

議
員　
町
内
の
こ
ど
も
園
、
小
・

中
学
校
も
含
め
ク
マ
除
け
花
火
を

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。

教
育
長　
新
鶴
こ
ど
も
園
の
み
、

近
隣
で
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
入
っ

た
場
合
、
安
全
確
保
の
た
め
随

時
、
花
火
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

議
員　

吹
上
台
住
宅
用
地
販

売
の
現
状
は
。

町
長　

６
区
画
を
優
先
的
に

販
売
し
ま
す
。

リチウムイオン電池の製品



［9］議会だより第 70 号

一
般
質
問

町
長　
地
域
に
お
い
て
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
広
域
組
織
化
や
外

部
委
託
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　
荒
廃
し
た
農
地
を
含
め
、

町
で
は
今
後
ど
の
よ
う
に
管
理
し

活
用
し
て
い
く
考
え
な
の
か
伺

う
。

農
業
委
員
会
会
長　
耕
作
放
棄
地

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
農
家
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
の
進
行
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
農
業
委
員
会
で

は
、
低
利
用
農
地
を
適
正
に
管
理

す
る
指
導
、
農
地
中
間
管
理
機
構

へ
の
情
報
提
供
、
町
独
自
の
遊
休

農
地
再
生
事
業
に
よ
る
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

議
員　
今
後
、
地
域
計
画
の
策
定

が
進
め
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
２
年

間
と
い
う
短
期
間
で
き
ち
ん
と
し

た
計
画
が
出
来
る
の
か
。

農
業
委
員
会
会
長　
地
域
の
声
を

吸
い
上
げ
、
計
画
に
反
映
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

議
員　
現
在
、
多
く
の
集
落
で
農

地
保
全
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
高
齢
化
や
人
口
流
出
に
よ
り

人
手
不
足
が
深
刻
。
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
事
業
継
続
は
難
し
い
の
で

は
。

▲  録画配信
が見られ
ます

櫻
さくら

井
い

　幹
みき

夫
お

議
員　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
廃

止
に
あ
た
り
、
譲
渡
希
望
の
有
無

を
令
和
４
年
12
月
中
に
対
象
地
区

の
自
治
区
長
に
対
し
照
会
す
る
と

し
て
い
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

教
育
長　
旭
、
赤
沢
、
尾
岐
、
東

尾
岐
地
区
の
自
治
区
長
に
照
会
し

た
結
果
、
譲
渡
・
貸
与
の
希
望
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
員　
譲
渡
希
望
が
な
か
っ
た
場

合
、
民
間
譲
渡
な
ど
の
利
活
用
を

検
討
す
る
と
し
て
い
た
が
。

教
育
長　
藤
川
分
館
は
令
和
６
年

度
、
尾
岐
分
館
は
そ
の
後
解
体
し

ま
す
。
赤
沢
分
館
、
旭
分
館
、
東

尾
岐
分
館
は
令
和
５
年
度
内
に
民

間
譲
渡
及
び
民
間
貸
与
を
視
野

に
、
利
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

議
員　
民
間
譲
渡
の
際
、
譲
渡
先

に
関
す
る
制
限
、
規
制
は
。

教
育
長　
貸
与
で
あ
れ
ば
任
意
の

団
体
で
も
可
能
で
す
。
譲
渡
の
場

合
は
、登
記
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

法
人
格
が
必
要
で
す
が
、
代
表
者

の
個
人
保
証
は
求
め
ま
せ
ん
。

議
員　
固
定
資
産
税
や
公※

租
公
課

の
費
用
負
担
は
あ
る
か
。

教
育
長　
原
則
、
不
要
で
す
。

議
員　
民
間
で
あ
れ
ば
、
営
業
活

動
に
よ
り
運
営
費
を
捻
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
可
能
か
。

教
育
長　
制
限
な
く
自
由
に
活
動

し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

議
員　
解
体
が
前
提
で
修
繕
が
行

わ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
譲

渡
や
貸
与
に
あ
た
っ
て
は
、
修
繕

を
行
う
べ
き
で
は
。

教
育
長　
必
要
な
修
繕
を
検
討
し

ま
す
。

民間譲渡に制限や規制は！
答 ありません

今後の農地保全のあり方は
答 広域組織化や外部委託を検討

さらに ！ひと言
地域と町が

一緒になって
成し遂げましょう！

地域住民の思いから、存続が期待される旧
旭公民館

※公租公課　国や地方公共団体により、賦課徴収される公的負担の総称。
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▲  録画配信
が見られ
ます

根
ね

本
もと

　謙
けん

一
いち

さらに ！ひと言

未来に向けた
まちづくりの歴史的

出発点にしたい

議
員　
高
田
地
域
ま
ち
な
か
賑
わ

い
創
出
協
議
会
委
員
の
役
割
と
構

成
人
選
及
び
公
募
者
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。
旧
美
里
公
民
館
跡
地
利

活
用
も
含
ま
れ
て
お
り
、
今
後
を

決
定
づ
け
る
取
組
み
で
歴
史
の
掘

り
起
こ
し
が
肝
要
で
あ
る
。
町
の

歴
史
家
は
ど
う
か
。

町
長　

協
議
会
は
18
名
で
組
織

し
、
公
募
者
は
8
名
で
す
。
各
委

員
に
は
自
治
会
・
商
店
街
・
飲

食
・
介
護
・
福
祉
・
金
融
・
農
業
・

教
育
な
ど
の
立
場
か

ら
地
域
の
課
題
や
将

来
像
に
つ
い
て
意
見

を
い
た
だ
き
ま
す
。

2
年
間
の
任
期
に
お

い
て
意
欲
の
あ
る
意

見
を
活
か
し
、
今
後

10
年
間
の
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
歴
史
家
も
検
討

し
ま
す
。

議
員　

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
議
論
に
資
す
る

基
礎
資
料
に
六※

斎
市

や
大
俵
引
き
な
ど
の

地
元
歴
史
は
必
須
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

町
長　
協
議
会
は
、
6
月
中
に
第

1
回
を
実
施
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
な
が
ら
年
度
内
に
5

回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
基
礎
資

料
は
人
口
統
計
資
料
の
他
、
空
き

家
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
先

進
事
例
な
ど
で
、
地
元
歴
史
も
揃

え
た
い
。
住
民
意
見
を
取
り
入

れ
、
よ
り
多
く
の
住
民
が
共
感
で

き
る
方
針
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

議
員　
町
公
共
施
設
長
寿
命
化
計

画
は
、
計
画
3
年
目
で
目
ま
ぐ
る

し
く
変
わ
る
公
共
施
設
の
計
画
内

容
に
齟そ

齬ご

や
ず
れ
が
生
じ
て
は
い

な
い
か
。
課
題
認
識
は
い
か
が

か
。
実
状
を
修
正
し
て
提
示
す
べ

き
で
あ
る
。

町
長　
各
施
設
所
管
課
に
お
い
て

計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め

歴史の掘り起こしに町の歴史家を
答 協議会委員として検討

山城二の丸駐車場前トイレ改築は
答 令和６年度に着手

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
整
備
計
画

通
り
実
行
で
き
な
い
こ
と
も
事
実

で
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。
当
該

施
設
の
将
来
方
針
を
早
期
に
協
議

し
、
長
寿
命
化
と
最
適
化
を
推
進

し
ま
す
。
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

5
年
目
の
令
和
7
年
度
に
お
い
て

実
効
性
の
高
い
計
画
に
し
て
い
き

ま
す
。
計
画
の
変
更
等
進
捗
状
況

は
整
理
し
て
示
し
ま
す
。

議
員　
本
郷
地
域
街
な
か
再
生
に

重
要
な
向
羽
黒
山
城
跡
整
備
資
料

室
の
在
り
方
、
整
備
検
討
に
お
い

て
、
観
光
協
会
と
の
協
議
は
相
互

信
頼
の
醸
成
が
望
ま
れ
る
。
副
町

長
が
ま
と
め
役
だ
が
、
い
か
な
る

考
え
か
。

町
長　
関
係
各
課
と
連
携
し
、
観

光
協
会
と
協
議
を
重
ね
丁
寧
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

議
員　
向
羽
黒
山
城
二
の
丸
駐
車

場
前
ト
イ
レ
の
改
築
は
計
画
通
り

に
実
行
か
。

町
長　
望
ま
し
い
形
態
を
検
討
し

令
和
6
年
度
に
着
手
、
７
年
度
に

完
成
し
ま
す
。

※六斎市　�歴史の中では、毎月６回開かれた定期市をいう。

ここ旧美里公民館跡地の利用も含め、地元歴史の掘り起こしから
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小
こ

柴
しば

　葉
は

月
づき

議
員　
前
回
の
質
問
で
は
、
人
口

減
少
対
策
を
優
先
し
た
い
と
答
弁

が
あ
っ
た
が
、「
人
口
減
少
対
策
」

は
総
論
で
あ
り
、

①
無
駄
を
省
く

②
財
源
を
生
み
出
す

③
特
定
分
野
に
財
源
を
落
と
す

の
③
各
論
に
ま
で
至
っ
て
い
な

い
。
今
回
は
③
の
特
定
分
野
の
一

つ
を
提
案
す
る
。

　
今
年
度
予
算
で
は
、
町
民
税
収

入
に
対
し
て
農
業
関
係
町
単
独
事

業
費
が
３．６
％
と
な
り
、
一
人
当
た

り
３
，
０
０
０
円
の
負
担
と
な

る
。
農
業
を
や
っ
て
い
な
い
人
も

農
業
に
投
資
し
て
い
る
形
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
公
益
性
を
担
保

す
る
の
か
。

町
長　
農
業
振
興
は
結
果
的
に
町

全
体
で
利
益
を
享
受
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　
農
業
の
存
続
に
お
金
を
か

け
る
な
ら
ば
農
業
で
町
に
還
元
し

な
い
と
、
農
業
者
と
い
う
特
定
の

町
民
へ
の
支
援
に
な
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
本
町
の
農
業
の
価
値
は

何
か
を
考
え
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
繋

げ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も

な
ぜ
農
業
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
食
べ
る
こ
と
は
人
間
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
国
土

を
守
る
と
い
う
意
味
で
非
常
に
大

事
な
産
業
で
す
。
し
っ
か
り
守
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員　

農
業
関
係
の
補
助
事
業

は
、
経
営
の
持
続
を
促
す
事
業

と
、
新
規
就
農
者
の
支
援
事
業
が

中
心
だ
が
、
農
産
物
の
販
路
拡
大

や
加
工
を
行
う
方
へ
の
農
産
物
販

路
拡
大
推
進
事
業
は
、
付
加
価
値

を
高
め
る
効
果
が
見
込
め
る
。
例

え
ば
「
今
年
は
町
全
体
で
農
産
加

工
品
を
た
く
さ
ん
誕
生
さ
せ
て
ふ

る
さ
と
納
税
に
力
を
入
れ
よ
う
」、

「
安
心
安
全
な
食
を
提
供
す
る
町

と
し
て
、
〇
〇
認
証
取
得
率
80
％

の
町
を
目
指
そ
う
」
な
ど
、
一
つ

ず
つ
町
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
で

ブ
ラ
ン
ド
化
に
繋
が
る
と
考
え

る
。

町
長　
調
査
を
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　
新
規
就
農
者
へ
の
補
助
事

業
で
は
金
銭
面
の
サ
ポ
ー
ト
が
最

重
要
視
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
町
で
提
供
す
る

べ
き
で
あ
る
。
町
に
は
す
で
に
農

業
体
験
農
場
が
あ
る
の
で
設
備
は

整
っ
て
い
る
し
、
存
続
危
機
に
あ

る
農
業
体
験
農
場
の
機
能
も
引
き

継
ぐ
こ
と
で
農
業
の
町
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
。

町
長　
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

農業関係の補助事業のあり方は
答 町全体で利益享受できる農業を守る

さらに ！ひと言
豊かな町へ

第三歩
“ 農業振興 ”
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星
ほし

　　次
やどる

さらに ！ひと言

人口減少対策や
企業誘致は本気で
取り組んでほしい。

議
員　

人
口
減
少
対
策
と
し
て

は
、
こ
の
町
に
住
ん
で
働
く
こ
と

が
出
来
る
企
業
が
あ
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
空
き
工
場

に
ど
の
よ
う
な
企
業
の
誘
致
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
企
業
が
立
地
可
能
な
土

地
は
ど
れ
位
あ
る
の
か
伺
う
。

町
長　
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る

製
造
業
や
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
空
き
工
場
の
現

状
で
は
、
５
件
を
把
握
し
て
い
ま

す
。

議
員　
企
業
は
自

社
の
希
望
に
合
う

土
地
を
購
入
し
た

い
こ
と
か
ら
、
早

期
に
新
た
な
工
業

団
地
の
指
定
作
業

を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
を

伺
う
。

町
長　
雇
用
を
確

保
す
る
人
口
減
少

対
策
や
若
者
の
定

住
を
促
進
し
て
い

く
上
で
、
優
先
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
指
定
に
は

相
当
の
時
間
が
か
か
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、
既
に
工

業
地
域
に
指
定
し
て
い
る
、「
会

津
本
郷
北
工
業
団
地
」
に
企
業
誘

致
の
紹
介
を
し
て
行
き
ま
す
。

議
員　
給
食
費
納
付
金
に
つ
い
て

は
、
滞
納
繰
越
金
が
あ
る
。
令
和

３
年
度
決
算
書
に
よ
る
と
、
80
万

９
，
３
８
８
円
あ
り
ま
し
た
。
令

和
４
年
度
・
５
年
度
と
も
当
初
予

算
計
上
で
は
、
滞
納
繰
越
分
が
50

万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の

滞
納
繰
越
金
は
い
く
ら
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
町
当
局
は
、
今
後
、
滞
納
金
の

企業誘致・工業団地追加指定は
答 若者定住促進の企業誘致を

学校給食費の滞納整理は
答 未納額の減少に努める

全
額
が
収
納
可
能
と
考
え
て
い
る

の
か
併
せ
て
伺
う
。

教
育
長　
令
和
４
年
度
末
の
滞
納

繰
越
額
は
、
６
２
９
万
１
，
３
４

２
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
の

納
入
義
務
者
数
は
46
名
で
す
。
滞

納
繰
越
額
の
徴
収
率
は
、
調
定
額

６
５
３
万
１
，
１
７
６
円
に
対

し
、
収
入
額
53
万
９
，
３
０
９
円

と
な
り
、
徴
収
率
は
8.3
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
滞
納
整
理
の
た
め

に
、
催
告
書
の
発
送
や
電
話
連

絡
、
臨
戸
訪
問
、
児
童
手
当
や
就

学
援
助
費
か
ら
の
充
当
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

議
員　

博
士
ト
ン
ネ
ル
開
通

に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
は
。

町
長　

開
通
式
で
の
記
念
品

等
の
配
布
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

今後企業誘致を行う本郷北工業団地の民有地
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渋
しぶ

井
い

　清
きよ

隆
たか

議
員　
総
務
省
か
ら
発
出
さ
れ
た

通
知
の
技
術
的
助
言
に
は
拘
束

性
、
規
範
性
が
あ
る
の
か
伺
う
。

町
長　
技
術
的
助
言
に
つ
き
ま
し

て
は
、
法
的
な
拘
束
性
と
規
範
性

は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員　
行
政
財
産
の
処
分
す
る
方

法
と
し
て
、
令
和
５
年
定
例
会
３

月
会
議
の
町
長
答
弁
で
は
、
①
行

政
財
産
の
用
途
廃
止
後
に
契
約
を

締
結
す
る
方
法
と
②
行
政
財
産
と

し
て
の
用
途
廃
止
後
に
普
通
財
産

に
切
り
替
え
た
う
え
で
売
り
払
う

内
容
の
契
約
締
結
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
、
と
述
べ
て
い
る
が
、
法

の
解
釈
が
二
つ
存
在
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長　
行
政
財
産
を
処
分
す
る
方

法
と
し
て
、
二
つ
の
方
法
を
示
し

た
も
の
で
あ
り
、
法
の
解
釈
が
二

つ
存
在
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
ち
ら
の
方
法
で
あ
っ
て

も
、
処
分
は
普
通
財
産
に
切
り
替

え
た
後
に
行
う
こ
と
が
前
提
と
な

っ
て
お
り
、
法
の
解
釈
は
一
貫
し

て
お
り
ま
す
。

議
員　
本
契
約
締
結
時
点
（
議
会

の
議
決
の
日
）
で
普
通
財
産
に
な

っ
て
い
な
い
。

町
長　
普
通
財
産
に
切
り
替
え
た

上
で
引
き
渡
し
す
る
も
の
で
す
。

法的効力のない議決では
答 契約は成立している

さらに ！ひと言

異常な情景である。

　（行政財産の管理及び処分）　（行政財産の管理及び処分）
第 238 条の４　第 238 条の４　行政財産は、次項行政財産は、次項
から第４項までに定めるものを除から第４項までに定めるものを除
くほか、くほか、これを貸し付け、交換し、これを貸し付け、交換し、
売り払い、売り払い、譲与し、出資の目的と譲与し、出資の目的と
し、若しくは信託し、又はこれにし、若しくは信託し、又はこれに
私権を設定することが私権を設定することができない。できない。

（中略）（中略）

６　６　第１項の規定に違反する行為第１項の規定に違反する行為
は、これを無効とする。は、これを無効とする。

の
構
造
物
は
、
原
則
撤
去
・
処
分

す
る
こ
と
、
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
広
報
会
津
み
さ
と

２
月
号
に
は
、
施
設
の
新
た
な
利

活
用
が
決
定
し
、
再
オ
ー
プ
ン
の

準
備
が
整
う
ま
で
休
館
。
ま
た
、

広
報
あ
い
づ
み
さ
と
４
月
号
で

は
、
旧
高
田
温
泉
あ
や
め
の
湯
利

活
用
検
討
委
員
会
の
委
員
を
募
集

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
意
見

を
集
め
、
有
効
な
利
活
用
を
目
指

し
ま
す
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

当
局
の
見
解
を
伺
う
。

町
長　
温
泉
施
設
と
い
う
使
用
目

的
が
な
く
な
り
温
泉
施
設
と
し
て

の
使
用
を
絶
対
的
に
廃
止
し
た
た

め
、
用
途
廃
止
と
し
ま
し
た
。
用

途
廃
止
時
点
に
お
い
て
、
他
の
公

用
又
は
公
共
用
に
供
す
る
こ
と
を

決
定
し
て
い
な
い
た
め
、
用
途
変

更
に
は
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
て

お
り
ま
す
。

議
員　
旧
高
田
温
泉
あ
や
め
の
湯

は
公
共
施
設
で
あ
る
。
市
町
村
財

務
規
則
で
は
、
使
用
目
的
が
な
く

な
っ
た
場
合
は
そ
の
用
途
別
の
使

用
を
絶
対
的
に
廃
止
す
る
こ
と
と

し
、
用
途
変
更
が
他
の
用
途
に
転

用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
普
通
財
産

に
分
類
替
え
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特

質
が
あ
る
。
ま
た
、
町
公
有
財
産

の
所
管
替
え
要
綱
で
は
行
政
財
産

を
用
途
廃
止
し
た
と
き
、
建
物
等

用途変更の誤りではないのか
答 用途変更には当たらない

地方自治法第 238 条の４第１項及び同法地方自治法第 238 条の４第１項及び同法
同条第６項の規定同条第６項の規定
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当
町
で
導
入
し
て
い

る
「
事
務
事
業
評
価
」

の
調
査
を
目
的
と
し
た

研
修
依
頼
が
あ
り
、
議

会
で
受
け
入
れ
ま
し

た
。予

算
・
決
算
特
別
委

員
会
大
竹
惣
委
員
長
、

政
策
財
政
課
が
説
明
を

行
い
、
そ
の
後
活
発
な

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。当

議
会
に
と
っ
て

も
、
事
務
事
業
評
価
の

導
入
経
緯
や
、
効
果
、

課
題
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

委員会活動レポート委員会活動レポート

議会ニュース議会ニュース

今
ま
で
よ
り
も
文
字

数
を
減
ら
し
、
写
真
を

多
く
使
う
こ
と
で
「
読

み
や
す
さ
」
を
追
求
し

て
い
き
ま
す
。
今
後

も
、
わ
か
り
や
す
い
議

会
だ
よ
り
の
作
成
に
向

け
て
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

町
民
に
伝
わ
る
、
わ

か
り
や
す
い
議
会
だ
よ

り
の
編
集
を
目
的
に
、

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
常

に
上
位
と
な
る
両
町
で

レ
イ
ア
ウ
ト
や
原
稿
の

作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

を
学
び
ま
し
た
。

岩
手
県
金
ケ
崎
町
議
会

宮
城
県
利
府
町
議
会

〈視察研修〉
５月18日～19日

７月６日

広報広聴
常任委員会

行政視察研修
受け入れ

両
沼
地
方
町
村
議
会
議
員
大
会

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

20年以上の議員活動に対し、県町村議会
議長会から横山義博議員、横山知世志議員、
根本謙一議員（写真左から）が表彰されま
した。

第34回両沼地方町村議会議員大会が７月
７日に昭和村公民館で開催されました。7
町村から12の議題が提出され、審議の結果
全議案可決されました。

埼
玉
県
と
き
が
わ
町
議
会

「議員の力でスピード発行」の金ケ崎町議会

新しいアイデアが紙面を飾る利府町議会

ときがわ町

さいたま市

熊谷市

秩父市

金ケ崎町

利府町
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	 表紙	

🅠�「あの提言は予算に・・・」の文言は、
議会だよりから一番伝えてほしい内容の
一つ。もっと大々的な見出しにしてもよ
いのでは。

🅐�見出しの効果を踏まえ改善します。

	 定例会（Ｐ２～３）	

🅠 両ページに1月・3月・4月会議とあるが、
意味がわからない。

🅐�ページ割に余裕を持たせるなど、見開き
の構成を改善します。

	 予算特別委員会（Ｐ４～７）	

🅠�予算が書いてあるが、昨年との比較がわか
らない。どのくらい反映されたのか疑問。

🅠�提言➡町回答➡予算までは内容がつながり
わかりやすいが、質疑とのつながりがわか
りにくい。

🅐�理解を深める効果的な構成を検討し、丁寧
な説明を心がけます。
　�提言➡町回答➡予算案➡審議（質疑）➡予
算の流れになります。

いただいたご意見をもとに 70 号より町民
コーナーを拡大しました。今後も改善と内容
の充実に努めます。また、「毎号楽しみに拝
読しております」との激励もいただきました。
（一同感激です）

委員会
より

議会だより　No.70

議
会
だ
よ
り

会
津
み
さ
と

令和5年定例会
１月・３月・４月会議

子育て支援センター「すくすくハウス」の様子
子育て支援センター「すくすくハウス」の様子

あの提言は予算に反映されたのか！..... P4ここが聞きたい！
10名が登壇 一般質問................... P8地区別意見交換会を開催します....P19

No. 70
2023. 6. 1

縁結び⇒結婚⇒妊娠・出産⇒子育てと切れ目のないみさとの
子育て支援
笑顔がいいね!

傍聴者には各資料がまったくなく、
ただ漠然と聞いているだけ。資料等
の配布ができないのであれば、せめ
て、レジュメ等を大型モニターなど
に出して欲しい。

傍聴者数アップが開かれた議会・町
政となると思います。

まじめに聞いていない議員も見受け
られる。各議員に緊張感を持っても
らいたい。質疑・答弁中の議員の私
語が多少気になりました。

議員の質問回数など、見える議員評
価をして欲しい。

答弁はよりわかりやすく簡潔に話す
努力が必要であると感じました。

貴重なご意見ありがとうございます。
皆様の声を開かれた議会改革につな
げてまいります。

定 例 会 傍聴者数（延べ人数） アンケート協力者数

３月会議 ２８ １４

６月会議 ８ ４

傍 聴 者 の 声傍 聴 者 の 声傍 聴 者 の 声傍 聴 者 の 声

議会だよりモニターさんより議会だよりモニターさんより
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み
な
さ
ん
の
声
受
け
と
め
ま
し
た

６
月
17
日
か
ら
24
日
ま
で

の
８
日
間
、
地
区
別
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
全

12
会
場
へ
、
計
74
名
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。さ

ま
ざ
ま
な
意
見
、
要
望

等
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見

交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ま
の
声
を
も
と
に
、
議
会

と
し
て
調
査
・
検
討
を
重

ね
、
町
政
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

※
皆
さ
ま
の
声
の
中
か
ら
抜

粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。
な

お
、
意
見
交
換
の
内
容
等

は
、
今
後
、
議
会
だ
よ
り
と

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

地区の問題　たくさん出されました

みなさんの

地区別
意見交換会

声声
・�いつ火事があっても対応できるよ
うに、地元企業に協力してもらっ
てはどうか。

・�防災放送システムは、各家庭に受
信機を置いた方が確実に聞こえる
と思う。

・�遊具の点検を業者に依頼した際
に、現在の基準に合わないため
撤去を進められた。

・�博士トンネルの開通に伴い、事
前に事故の予防はできないか。

・�アメシロ駆除に対応している業
者の一覧を出してほしい。

・�情報や申請書データなど、全て
ホームページに載せ、随時更新
を怠らないでほしい。

・�空き家が増えて動物のすみかに
なっている。

まちづくり 災害対策

・�福祉関係は委託業者に任せきりの
印象。町でもっと手を入れるべき。

・�民生委員一人当たり、190人を担
当しており把握しきれない。

・�デジタル化によって高齢者が取り
残されないようにしてほしい。

福祉
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議会報告はいかがでしたか

・�大規模林道に多くのごみが捨てられており、
不快に思う。

・�不法投棄をしないように見張ってほしい。
・�水路に大量のごみが流れてくる。ポイ捨てに
ついても考えてほしい。

地区でも、多くの悩みを抱えてい
るごみ問題について、議会で把握し

ている課題をもと
に、ごみの処分につ
いて意見交換を行い
ました。

ここが悩み の分別ゴミゴミ
・�剪定枝をウッドチップにする機械があると、
ごみが減る。
・�タイヤなどごみに出してはいけないものが捨
てられ、地区の負担になっている。
・�分別について何度も広報で周知すべき。

分別 不法投棄

・�ごみ処理にどれくらいの税金が使われている
のかもっと発信してほしい。

・�資源ごみを町で売って収入に変えているなん
て知らなかった。

・�補助金を利用して、生ごみ処理機を導入しよ
うと思う。

税金
・�ごみステーション内に入りきらないほどのご
みが出ており、カラスの被害がある。
・�ネットをかけただけのごみ捨て場は、カラス
の被害が大きいので改善すべき。
・�資源ごみの回収日に出る量が多い。収集回数
を増やすことはできないか。

収集

ご参加ありがとうございました！ご参加ありがとうございました！
次回もお待ちしております！次回もお待ちしております！

ごみ減量の説明がとても
わかりやすく、地区の問題
について議員の皆さんと話
ができて有意義な意見交換

会でした。�参加者が少ないので、周知の仕方に問
題があるのではないでしょうか。�次回は多くの人
が参加するように対策を行って下さい。

町に対して疑問に思っていること
を、的確に相談することができまし
た。私は毎回参加していますが、参加
者はいつも区長さんが中心なので、広

く参加できるように工夫をしたらいいと思います。

参加者のみなさん

坂
ばん

内
ない

幹
みき

男
お

さん（高田地域）

男女問わず、幅広い年代の方々が
参加しており、活発な意見交換がで
きました。議員の皆さんからは簡単
明瞭な回答があり、とても良かった

です。これからは福祉が一番の課題になると思う
ので、今後も議会でしっかり注視してほしいです。

水
みず

野
の

健
たけ

夫
お

さん（本郷地域）

渡
わた

部
なべ

浩
ひろ

忠
ただ

さん・新
にっ

国
くに

和
かず

彦
ひこ

さん（新鶴地域）

今回のテーマはごみ問題



見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

編
集

記
後

　

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
５
類
感
染
症
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き

た
よ
う
で
す
。

　
昨
今
、
物
価
高
や
電
気
代
の

高
騰
に
よ
り
生
活
に
大
変
な
負

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
６

月
補
正
で
省
エ
ネ
家
電
製
品
買

換
え
支
援
事
業
補
助
金
の
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
情
報

を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
荒
川　
佳
一
）
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世
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鈴
木　
繁
明
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二
に

瓶
へ い

　和
か つ

浩
ひ ろ

さん（本郷地域）
齋
さ い

藤
と う

　良
よ し

和
か ず

さん
妻 智

と も

さん　子 匠
たくみ

くん（新鶴地域）

🅠就農のきっかけは
🅐会社で仕事をこなす日々に苦痛を感じ始め、親
の高齢を機に農業を始めることにしました。
🅠美里町に戻って就農したことで良かった点は
🅐友人や先輩に教えてもらえるので、情報や状況
がすぐにわかる点。
　また、就農してもすぐに収入があるわけではな
いので、新規就農補助金は良かった。
🅠町の農業支援への満足度は
🅐７割の評価。物価高騰の支援強化と、人材雇
用の斡旋。規模拡大の斡旋を強化してほしい。
🅠これからの目標は
🅐今後は高齢化により農地保全が困難になること
から、現在の経営を法人化し、地域に貢献してい
くのが目標です。家庭と仕事の両立は大変です
が、家庭を大切にしながら仕事に向き合っていき
ます。
🅠町・議会に対して
🅐課題が沢山あると思いますが、町民が豊かに暮
らせる町づくりをお願いします。
　更に今後の議会で多くの問題が議論され、活
気がある町になっていくことを期待します。

🅠就農したきっかけは
🅐震災を機に自分自身の力で仕事をしたいと思っ
たからです。

🅠栽培している作物は
🅐親の代からブドウを栽培しており、巨峰とシャ
インマスカットを中心に約２０種類栽培していま
す。

🅠栽培面積と販売方法は
🅐約１.１hａです。販売はすべて小売りで、ほとん
ど地元のお客さんに買っていただいています。

🅠これからの目標は
🅐人気のあるシャインマスカットを増やし、売り
上げを伸ばしていきたいです。

🅠町・議会に対して
🅐子どもがいないと町は発展しないと思います。
子ども政策にもっと力を入れ、子どもの声が聞こ
える賑やかな町にしてほしいです。また、生き抜く
力を伸ばす教育に力を入れてほしいです。

〈担当者より〉
福島県で一番輝くブドウ農家になってください。

〈担当者より〉
物価高騰が続く中、若手の農家が頑張っているこ
とを実感しました。基幹産業である農業を守り発
展させるために、現場の声を聴いてまいります。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

職
業　
　
農
業
（
就
農
6
年
目
）

消
防
団　
第
9
分
団
副
分
団
長

趣
味　

�　
車
で
旅
行
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■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

職
業　
　
　
農
業
（
就
農
10
年
目
）

消
防
本
部　
消
防
団
訓
練
部
長

趣
味　

�　
　
車
を
い
じ
る
こ
と


